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太鼓岩より宮之浦岳(1936m)を望む 

 

発
足
百
年
を
迎
え
た
保
護
林
制
度 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
屋
久
島
森
林
生
態

系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に

格
別
の
御
支
援
・
御
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
国
有
林
で
は
、
学
術

の
研
究
、
貴
重
な
動
植
物
の

保
護
等
を
目
的
と
し
て
、
自

然
公
園
法
の
前
身
で
あ
る
国

立
公
園
法
（
昭
和
６
年
）
や
、

文
化
財
保
護
法
の
前
身
で
あ

る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
法

（
大
正
８
年
）
の
制
定
に
先

駆
け
、
大
正
４
年
（
１
９
１
５

年
）
に
保
護
林
制
度
を
発
足

さ
せ
、
そ
の
適
切
な
保
全
・
管

理
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
保
護
林
制
度
が
発
足

し
て
今
年
で
百
年
を
迎
え
ま

す
。 

 

大
正
４
年
に
設
定
さ
れ
た

保
護
林
は
七
座
山

な
な
く
ら
や
ま

（
秋
田

県
）
、
白
髪
山
（
高
知
県
）
、

霧
島
（
宮
崎
県
）
の
３
つ
の
保

護
林
で
、
屋
久
島
保
護
林
は

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

保
護
林
の
う
ち
広
大
な
面

積
を
も
つ
知
床
、
白
神
、
小
笠

原
諸
島
、
屋
久
島
は
世
界
自

然
遺
産
登
録
地
に
も
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
ヤ
ク
シ
マ
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
が
20
年
ぶ
り
と
も
50

年
ぶ
り
と
も
い
わ
れ
る
開
花

を
見
せ
ま
し
た
。
こ
の
屋
久

島
の
素
晴
ら
し
い
山
岳
景
観

に
お
そ
ら
く
百
年
前
の
人
々

も
同
じ
よ
う
に
感
銘
を
受
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
連
綿
と
続
く
山
へ

の
思
い
を
胸
に
本
年
も
森
林

生
態
系
の
保
全
に
向
け
て
業

務
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と

を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

屋久島森林生態系保全センター 

所長 前田
ま え だ

 三文
み ふ み

 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
、
皆
さ
ま
か
ら
屋
久

島
森
林
管
理
署
に
い
た
だ
き

ま
し
た
、
御
支
援
・
御
協
力
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
台
風
襲
来

に
よ
る
山
地
災
害
な
ど
甚
大

な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

自
然
の
脅
威
は
、
人
知
を

越
え
、
時
に
予
想
を
遙
か
に

上
回
る
規
模
で
発
生
し
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多

く
の
海
岸
林
が
消
失
し
ま
し

た
が
、
海
岸
林
の
役
割
は
、
①

津
波
抵
抗
の
働
き
と
津
波
流

勢
の
減
衰
、
氾
濫
速
度
の
遅

延
②
漂
着
物
補
足
機
能
に
よ

る
後
背
保
全
対
象
の
被
害
軽

減
③
飛
砂
補
足
に
よ
る
後
背

地
の
保
全
と
砂
丘
形
成
の
自

然
堤
防
効
果
等
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

以
前
、
森
林
の
多
面
的
機

能
の
評
価
額
が
、
70
兆
円
以

上
と
計
算
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か

の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
、
遺
伝

子
保
全
等
生
物
多
様
性
保
全

や
、
文
化
的
機
能
、
そ
し
て
、

物
質
生
産
機
能
（
木
材
等
森

林
産
物
全
て
）
な
ど
は
、
い
ず

れ
も
評
価
に
入
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

国
有
林
は
、
平
成
25
年
度

に
一
般
会
計
化
し
て
、
２
年

目
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
森
林
の
公
的
機
能
の

一
層
の
発
揮
は
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
す
。
世
界
遺
産
登

録
20
年
を
過
ぎ
、
新
た
な
歩

み
を
始
め
た
屋
久
島
に
お
い

て
、
普
遍
的
価
値
を
将
来
に

わ
た
っ
て
、
確
実
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
も
含
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
如
何

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
揮
さ
せ

て
い
く
か
。
屋
久
島
の
森
林

で
望
ま
し
い
共
存
の
あ
り
方

を
目
指
す
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の
恩
恵
に
つ
い
て 

屋久島森林管理署 

署長 樋口 浩
ひぐち ひろし

 



 

韓
国
西
南
に
位
置
す
る
済
州
島
に

ハ
ル
ラ
サ
ン
（
漢
拏
山
）
を
中
心
と
し

た
済
州
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
で
世
界
自
然
遺
産

地
域
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る

ハ
ル
ラ
サ
ン
研
究
院
の
一
行
５
人
が

12
月
10
日
屋
久
島
森
林
生
態
系
保

全
セ
ン
タ
ー
を
来
訪
し
ま
し
た
。 

 

一
行
は
長
期
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
「
屋

久
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
視
察
」

に
合
わ
せ
て
当
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し

た
も
の
で
す
。 

 

当
日
は
屋
久
島
森
林
管
理
署
と
屋

久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
が

対
応
。
樋
口
浩
署
長
か
ら
屋
久
島
の

植
生
に
つ
い
て
地
史
的
特
性
や
気
象

条
件
な
ど
、
氷
河
期
ま
で
遡
っ
た
解

説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
済
州
島
に
お
い

て
も
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
に
悩
ま
さ

れ
て
お
り
、
屋
久
島
で
は
ど
の
よ
う

な
防
除
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

世
界
自
然
遺
産
地
域
で
仕
事
を
行

う
も
の
同
士
と
し
て
共
通
す
る
課
題

も
あ
り
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、
有
意

義
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

12
月
16
日
、
台
湾
国
家
発
展
委

員
会
の
離
島
観
光
調
査
団
の
一
行
６

人
が
屋
久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
を
来
訪
し
ま
し
た
。 

 

台
湾
国
家
発
展
委
員
会
は
台
湾
に

お
け
る
経
済
政
策
の
司
令
塔
と
し

て
、
経
済
や
社
会
、
産
業
、
人
的
資
源

の
発
展
な
ど
の
政
策
立
案
を
行
う
重

要
な
組
織
で
、
今
回
は
離
島
観
光
に

関
す
る
調
査
を
主
目
的
に
来
島
し
た

も
の
。
当
調
査
団
は
、
森
林
生
態
系
の

保
全
に
つ
い
て
も
高
い
関
心
を
も
た

れ
て
お
り
今
回
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
訪

問
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

一
行
は
屋
久
島
観
光
協
会
の
榎
光

徳
事
務
局
長
の
案
内
で
当
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
前
田
三
文
所
長
か
ら
業
務
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後

意
見
交
換
に
入
り
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
は
、
森
林
資
源
の
把
握

方
法
に
関
す
る
技
術
的
な
話
か
ら
林

野
庁
と
環
境
省
の
役
割
分
担
な
ど
の

行
政
関
係
の
話
題
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
。 

 
森
林
資
源
の
活
用
や
林
野
行
政
と

環
境
行
政
の
調
整
な
ど
台
湾
と
日

本
、
共
通
の
課
題
も
あ
り
有
意
義
な

意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。 

 

○
縄
文
杉
の
デ
ッ
キ
検
討
会 

 

○
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

○
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
巨
木
訪
ね
る 

～
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
～ 

○
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト 

洋上アルプス No.238号 屋久島森林生態系保全センター 

韓
国
研
究
者
の
視
察 

屋久島東部（愛子岳）の植生垂直分布調査 
(平成 23年度/2011年度) 

●標高 1000㍍プロット 
[優占種の変化] 

 低木層のイヌガシとハイノキの本数はどちらも2006年～2011年

にかけて減少しているが、イヌガシの方が大きく減少したため、ハ

イノキが優占するという結果になった。 

[直径階別本数の変化] 

 2001年から2011年にかけて胸高直径１～９㎝の本数が増加傾

向にあり、それ以外の階層は大きな変化は見られなかった。この

ことからも、現在森林は成長段階にあると考えられる。胸高直径

30㎝以上の本数が極端に少ないのは台風による暴風などの影響

で風倒が起きていることが考えられ、高木の生育に影響を与えて

いると思われる。 

[草本層指標種の出現と消滅]※指標種は№234号に掲載。 

屋久島生態系モニタリング 

屋久島の植物 

 

関
東
以
西
に
分
布
す
る
落
葉
高

木
。
屋
久
島
で
は
低
地
や
低
山
地
に

見
ら
れ
る
。
低
地
の
も
の
は
12
月
か

ら
１
月
に
紅
葉
す
る
。
ハ
ゼ
は
埴
締

（
は
に
し
め
…
埴
は
染
色
に
使
っ
た

陶
器
）
が
ハ
ジ
に
転
訛
し
た
こ
と
か

ら
。
美
し
く
紅
葉
し
た
葉
を
染
色
と

形
容
し
た
。
果
実
か
ら
、
和
ろ
う
そ
く

の
原
料
の
ロ
ウ
を
採
集
し
て
い
た
。 

ハゼノキ 

（ウルシ科） 

台

湾

調

査

団

が

訪

問 

昨

年

の

主

な

取

組 

階層区分 2001年 2006年 2011年 

高木層(6.0m以上) ヤマグルマ ヤマグルマ ヤマグルマ 
亜高木層(3.0～ 6.0m) サクラツツジ サクラツツジ サクラツツジ 
低木層(1.2～ 3.0m) イヌガシ イヌガシ ハイノキ 
草本層(1.2m未満） ハイノキ ホコザキベニシダ ハイノキ 

消滅した種(嗜好性) 消滅した種(不嗜好性) 出現した不嗜好性種 

 ヒメシャラ（冷） コウヤコケシノブ 

ホソバタブ 

ホソバノコギリシダ 

 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
開

花
期
は
登
山
者
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、

登
山
者
へ
の
マ
ナ
ー

指
導
な
ど
を
５
月

26

日
～
６
月
６
日

の
間
行
い
ま
し
た
。 

図面を広げて説明する樋口署長 

センター玄関前で記念撮影 

 

３
月

26

日
、
縄

文
杉
デ
ッ
キ
の
撤
去

に
伴
う
代
替
デ
ッ
キ

の
設
置
に
つ
い
て
、

現
地
検
討
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

５
月

25

日
「
第

２
回
国
際
照
葉
樹
林

サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
屋
久

島
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
ヤ
ク
タ
ネ

ゴ
ヨ
ウ
植
物
群
落
保

護
林
の
現
地
見
学
会

を
行
い
ま
し
た
。 

 

６
月
７
日
「
第

２
回
国
際
照
葉
樹

林
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

屋
久
島
」
が
離
島

開

発

総

合

セ

ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は

写
真
パ
ネ
ル
を
展

示
し
国
有
林
の
取

り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。 


